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第八章　名譽




　名譽の念には、人の威嚴價値に關する明白なる自覺の存するが故に、此念は彼の生れながらにして、己が門地に伴ふ義務と權限とを重んずることを知り、且又た此れが敎養を受けたる武士の特質たらずんばあらず。『名譽』とは現時の通語にして、往時多くは同義を現すに、『名』、『面目』、『外聞』等の語を以てしたりき。此等の文字は各〻人をして、聖書の『ネーム』（名）、希臘語の假面なる字より出でたる『ペルソナリチー』（人格）、又たは『フエーム』（名聞）を想起せしむるものあり。令名は人の體面なり、我に備はれる不滅のものなり。














「https://ja.wikisource.org/w/index.php?title=Page:Bushido.pdf/127&oldid=191435」から取得


		カテゴリ: 	検証済




	





	案内メニュー

	
		

	
		個人用ツール
	

	
		
			ログインしていません
	トーク
	投稿記録
	アカウント作成
	ログイン


		
	



		
			

	
		名前空間
	

	
		
			前のページ
	次のページ
	ページ
	議論
	画像
	目録


		
	



			

	
	
		日本語
	
	
		
		

		
	



		

		
			

	
		表示
	

	
		
			閲覧
	編集
	履歴表示


		
	



			

	
	
		その他
	
	
		
		

		
	



			

	検索

	
		
			
			
			
			
		

	




		

	

	

	
		
	

	

	
		案内
	

	
		
			メインページ
	井戸端
	最近の更新
	おまかせ表示
	ヘルプ
	寄付


		
	



	

	
		ツール
	

	
		
			リンク元
	関連ページの更新状況
	ファイルをアップロード
	特別ページ
	この版への固定リンク
	ページ情報
	このページを引用
	短縮URLを取得する
	QRコードをダウンロード


		
	




	
		印刷/書き出し
	

	
		
			印刷用バージョン
	EPUBをダウンロード
	MOBIをダウンロード
	PDFをダウンロード
	その他のファイル形式


		
	



	

	
		他言語版
	

	
		
		

		

	










		 このページの最終更新日時は 2022年9月24日 (土) 04:55 です。
	テキストはクリエイティブ・コモンズ 表示-継承ライセンスのもとで利用できます。追加の条件が適用される場合があります。詳細については利用規約を参照してください。



		プライバシー・ポリシー
	Wikisourceについて
	免責事項
	行動規範
	開発者
	統計
	Cookieに関する声明
	モバイルビュー



		
	






